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1. はじめに
　人口減少と過疎化に危機感を持った地域では、経済の活性化と文化
の保存が問題になっており、その問題解決の手段として観光という交
流形態に関する関心が高まっている。このことは、現在多くの地方自
治体において、観光による地域振興が行われているという事実を受け
ても明らかである。各地で様々な観光による地域振興が行われている
中で、重要となってくる事はその地域のアイデンティティを確立し、他
の地域との差異化を図ることである。そのためには地域住民が自らの
属する地域の歴史的・文化背景を自覚・再確認し、地域に対する帰属
意識を高めることが必要である。帰属意識を高めることにより、他の
地域との違いを認識し、地域の個性ひいては居住理由を確立すること
ができると思われる。本研究では、同一の地域で行われたイベントの
目的と実行体制の異なるイベントを比較することにより、地域振興イ
ベントにおけるふさわしいあり方を探る。
2．対象地域の概要：富山県高岡市金屋町
　金屋町は、高岡駅から北西に約 1.5km のところに位置しており、隣
接して千保川が流れている。町屋が多く残されていたため、市の援助
を受け昭和 58 年に道路が石畳に舗装された。この町の町屋は「さま
のこ」と呼ばれる格子状の引扉が特徴的である。この町は 2 代目加賀
藩主・前田利長が 7 人の鋳物師を招き、鋳物工場を開業させた、高
岡銅器の発祥の地である。金屋町の 150ｍ×360ｍの狭い範囲に、
観光施設・公園がそれぞれ 2つずつあり、神社仏閣も複数ある。特徴
的な要素がこの地域に密集してある。
　金屋町発祥の鋳物産業は様々な金属加工業を生みだし、高岡の産業
の基盤を作った。また、「高岡銅器」として昭和 52 年に伝統工芸品
に認定された。しかし、認定当初 495 あった（昭和 55 年時）企業
数も現在では半分ほどになっている。人口と世帯数に関しては、昭
50 年の時点では人口が 2405 人、世帯数が 450 世帯であったが、
平成19年の統計では人口が750人、世帯数が227世帯と人口が3
分の 1、世帯数は2分の 1にまで減少している。このように産業の衰
退と人口減少、世帯数の減少とともに、一世帯あたりの人数の減少が
見られる。
3. 調査対象イベントの基本情報
　この研究では、金屋町で行われた3つのイベントについて調査した。
調査対象となったのは、伝統的に行われて来た「御印祭」（以下 A と
表記）という祭りと、金屋町の住民により開催された「さまのこフェスタ」
（以下 B と表記）、市と富山大学により開催された「金屋町楽市」（以
下 C と表記）である。この 3 つのイベントは開催の目的、継続年数、
実行委員の構成、イベントの内容など様々な点において異なっている。
同じ金屋町という地域において行われた 3 つのイベントの相違点を明
確にし、その違いが住民にどのような意識の違いを生じさせたのかを
検証する。
目的とそれに伴う内容
　Ａ の目的は鋳物産業に関連が深い。B と C も目的には伝統産業の
衰退を受けている点は共通しているが、B では復興の対象を鋳物産業
に限定し、C では伝統産業全体を対象にしている。そのため、B のイ
ベントの内容では銅像の展示や鋳物で作られた楽器「おりん」のコン
サートを開くなど、鋳物の関連性が高い。C のイベントでは、展示作
品を北陸の工芸作家を中心に全国から多種多様の工芸品を展示してい
る。2 つのイベントで共通して行われているお茶会では、鋳物を実際
に使っているところを見せるという目的と内容が一致している。Bでは
町屋の解放により、生活の伝達を目的にしている。そのため、住宅と
して使われている町屋の一部を開放し、日本画のような平面のものか
ら生け花や鉄瓶のような立体のものまで多岐に富んだ展覧内容になっ
ている。その中でも銅器や鋳物は一貫して展示している。C でも町屋
の内部での展示を行っているが、町屋の構造や生活感も展示の要素と
してとらえられており、この点において大きな違いがある。また C で
は内部だけでなく、外部にもわたり同じ形態により作品の展示が行わ
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れており、まちなみも展示の要素になっている。
実行体制
　A では金屋町の各自治体が交代により運営にあたっている。B では
自治会や金屋町のボランティアガイド団体を中心に鋳物関連の企業も
加わっている。C では大学、高岡市、地域外の企業、金屋町自治会な
ど様々な機関が混合して構成されている。
4. 調査の方法
　3 つのイベントの内容が住民の参加者に対してどのような影響を出
しているのかどうかを、アンケ トーにより調査した。
調査内容
　まずそれぞれのイベントに対し以下項目を調べた。
1：イベントに参加して良かったと思うか（満足度）
2：イベントに継続して参加したいかどうか（イベントの継続性）
3：住民であることの実感を得たか（帰属意識が強まったのか）
4：見知らぬ来訪者と交流する機会があったのか（交流の機会）
5：金屋町を知ってほしいという思いが生まれたのか（広報意識）
6：イベントにどのような来訪者があり、また話す機会があったのか
（a.親類  b. 地元の人  c. 地元以外の知人  d. 知らない人  e. その他）
7：イベントに参加したことで金屋町の魅力を再認識することが出来た
のか（a.まちなみ  b. 文化  c. 歴史  d. 鋳物産業  e. その他）
8：イベントに参加することで、新しい金屋町の魅力を発見したのかど
うか、またそのきっかけとなったことはどのようなことか
　1～ 5 に関しては 5 段階評価をしてもらい、7・8 では括弧内の選
択肢を選らんでもらい、8 では自由に筆答してもらった。その後、満
足度・帰属意識・広報意識について 3 つのイベントに優劣をつけても
らった。
調査対象の定義
　町並みを考える「藤グループ」を対象にアンケートを行った。この
団体は金屋町の住民で構成された、ボランティアガイドの団体である。
金屋町の住民であり、3 つのイベントに参加し、来訪者と関わる役割
をしていた唯一の当事者である。
5. 調査結果と考察
　満足度・継続性・帰属意識・広報意識に関してＣが最も低かった。
これはＣのイベントでは市と大学から依頼されて開催したイベントであ
るため、地域住民の参加もＡとＢのイベントよりも少なく、このような
結果に至ったといえる。帰属意識に関してＡが最も高い評価であった
のは、伝統行事として対象地に馴染んだ文化であるためであるといえ
る。満足度・継続性・広報意識に関して最もＢが高い評価であった。
これは地域住民による企画という、自主性と参加率が高いことにより、
イベントから得られる達成感が最も強く得られたためであるといえる。
設問 7 に関して述べると、まちなみを踊り歩く内容である A のまちな
みに対する評価が最も高かった。文化の評価が最も高かった Bは目的
に生活の伝達を掲げており、これがその評価につながったといえる。
歴史の評価が最も高かった C では伝統工芸の展示がされており、町の
歴史も引き立たされたといえる。鋳物産業に対する評価が高かった A
は、目的と内容すべてに鋳物に関連性がある。アンケートから得られ
る結果は、総じて 3 つのイベントの目的と内容・実行の体制に大きく
関わっているといえる。
6.まとめ
　イベントの目的と内容に関しては、住民に対して概ねその意図が伝
わっていた。つまり、地域の個性を引き立たせるためには、充分に地
域の歴史や文化に対し理解を深める必要がある。また、その時々により、
地域の状況が変わり、必要とされるものも変化していくため、その地
域の現状を良く把握し、その地域に今何が必要であるのかを見極めな
ければならい。イベントを実行する体制に関しては、住民により企画
されたイベントは、参加することに対する満足度、継続に対する意欲
が高く、地域復興の為のイベントを地域住民が行うことの意味はとて
も大きい。それに対し、市と大学・企業との合同のイベントになると、
住民の満足度・継続に対する意欲は薄れる。このことは、地域の復興
企画としても、地域固有のアイデンティティの確立という点に置いても、
無視してはいけない問題である。しかし、市・大学・企業が参加する
事の意味は大きい。専門家の参入により、イベントの目的が明確になる。
また、学識的な意味が付加されることにより、イベントの内容が深まり、
イベント自体の質の向上につながる。また、企業の参入により、取り
扱える物流の量や種類が増え、イベントの実行可能な内容の幅が広が
る。地域のアイデンティティの確立のためには、市・専門家・企業の
参加を促しながら、いかに地域住民の意識を高めていくかが重要であ
る。そのためには住民が積極的に参加できる体制や企画の内容が必要
不可欠である。
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